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注意事項 
  

 １．試験開始の合図があるまで、この冊子の中を見てはいけません。 

 

 ２．机の上には、鉛筆・消しゴム・受験票・座席券・時計以外のものを置いてはい

けません。受験生どうしの貸し借りもできません。また、机の中には、自分のマ

ークシート冊子以外、何も入れてはいけません。 

 

 ３．携帯電話は、必ず電源を切って、かばんの中に入れておいてください。 

 

 ４．問題冊子の印刷が見えづらかったり、ページが不足したりしている場合、また、

鉛筆を落としたり、体の調子が悪くなったりした時は、だまって手をあげてくだ

さい。 

 

 ５．問題冊子の余白などは、自由に利用してかまいませんが、どのページも切りは

なしてはいけません。 

 

 ６．問題は１０ページまであります。 

 

７．問題冊子は持ち帰ってください。 

 

＜問題解答に際しての注意事項＞  

（１）図は必ずしも正確ではありません。 

（２）コンパスや定規、分度器などは使用できません。 

（３）分数は約分して答えなさい。 

（４）根号の中は、最も簡単な整数で答えなさい。 



　次の��������に最も適する数字をマークせよ。１
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���　右の図のように円周上に���点�$��%��&�があり��$%���%&���&$� ����������

　である。このとき���$%& ��ク��ケ���である。
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���　右の図の三角形の面積は��コ�( �サ� �である。

���　大中小の���つのさいころを同時に投げたとき��少なくとも���つの目が同じになる

　確率は
�シ�

�ス�
�である。
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　��から���の数字が書かれたカードが���枚ずつある。この���枚のカードから���枚を選んで２

左から並べて���けたの整数を作る。このとき���次の��������に最も適する数字をマークせよ。

���　整数は全部で��ア��イ��ウ��個できる。

���　偶数は��エ��オ��カ��個できる。

���　��の倍数は��キ��ク��ケ��個できる。

���　��の倍数は��コ��サ��シ��個できる。
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　下の図のように��\ �[ �のグラフがあり��直線�A�は関数�\ �[��のグラフである。��つ３

のグラフの交点を$��%とする。点�$�を通り[�軸に平行な直線と点�%�を通り\�軸に平行な

直線の交点を&�とする。また��点�&�から直線�A�に垂線を引き��交点を'とする。
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円周率を�S�として��次の��������に最も適する数字をマークせよ。

���　��点$��%の座標は�$����ア�，�イ���，%����ウ�，�エ����である。

���　三角形$%&�の面積は��オ��カ��である。

���　線分&'�の長さは�
�キ�( �ク�
�ケ�

�である。

���　三角形$%&�を�A�の周りに���回転させてできる立体の体積は
�コ��サ��シ�( �ス�

�セ��ソ�
S

　である。
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　下の図のように，�$%& �����$% ����%& �の三角形$%&�が円2に内接して４

いる。点$��&�からそれぞれの対辺に下ろした���つの垂線の交点を+とし��辺%&の中

点を0とする。このとき���次の��������に最も適する数字をマークせよ。

ただし，比は最も簡単な整数比で答えよ。
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�������円2上に%'が円2の直径になるよう点'をとると�

　�%$' �%&' �ア��イ���…①

　0は弦%&の中点であるから���20% ����…②

　また��$+�%&…③

　①��②��③より��206'&��$+6'&�…④

　ゆえに��20：'& �ウ�：�エ�…⑤

　また��①と+&�$%より��$'6+&…⑥

　よって��④��⑥より四角形$+&'は平行四辺形である。

　ゆえに��$+：'&＝�オ�：�カ�…⑦

　④��⑤��⑦�から��$+：20＝�キ�：�ク�…⑧

����2+と$0の交点を1とすると，

　④��⑧から��$1：$0＝�ケ�：�コ��が成り立つ。

������������のとき��$から辺%&に下ろした垂線を$(とする。

　$( ��サ�( �シ� ��0( �ス�なので，$0 �セ�( �ソ��タ�である。

　よって，$1 
�チ�( �ツ��テ�

�ト�
�　である。
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>図Ⅰ@

　右の�>�図Ⅰ@�のような八面体$%&'()があり，

$% $& $' $( %) &) ') () ��(�� �

%& &' '( (% ��(� �

である。このとき��次の��������に最も適する数字をマーク

せよ。

���　辺%&の中点を0とするとき��$0の長さは

　�ア�( �イ�である。

���　四角すい$%&'(に内接する球の半径は�ウ�である。
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>図Ⅱ@

���　>�図Ⅱ@�のように��八面体$%&'()に�����で求めた半径の球が

　��つ互いに接して入っている。この���つの球に外接し�

　�面$%&，面)%&�に接する�最小の球の半径は

　�エ��オ���カ��キ�( �ク�である。
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